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新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
０
７
６
回 

 行
仙
岳
奧
駈
道
の
巡
回
整
備
（
段
差
補
修
） 

 ◇
実
施
日
：
２
０
２
０
年
４
月
３
０
日
（
木
）
晴 

 

◇
参
加
者
：
沖
﨑
吉
信
、
大
江
加
予
子
・
徳
子
、
畑
林
清
子
、
生
熊
敏
男
・

千
満
子
、
中
前
偉
、
濱
野
兼
吉
、
高
階
美
根
子
、
竹
中
卓
治 

山
川
治
雄
、
小
久
保
好
夫
、
宮
本
淑
子
、
梶
野
照
雄
、
志
岐
敬 

森
武
史
（
カ
メ
ラ
マ
ン
） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

１
６
名 

 
 

 
 

 

登
山
開
始 

 
 

 
 
 

川
島
前
代
表
の
慰
霊 

 
 
 

行
仙
小
屋
で
出
発
準
備 

 

下
北
山
村
役
場
の
駐
車
場
に
集
合
。
平
日
な
の
で
参
加
者
の
確
認
だ
け
で

補
給
路
に
向
か
う
。 

そ
れ
ぞ
れ
モ
ノ
レ
ー
ル
に
荷
物
を
積
み
込
み
、
本
日
の
作
業
の
指
示
が
沖

﨑
代
表
よ
り
行
わ
れ
た
。
最
初
に
熊
野
修
験
の
写
真
を
撮
り
続
け
て
い
る
森

さ
ん
が
、
今
回
「
山
彦
」
の
活
動
も
９
月
に
出
版
す
る
熊
野
修
験
写
真
集
に

入
れ
た
い
と
の
こ
と
で
取
材
に
見
え
た
。 

本
日
の
作
業
は
行
仙
岳
の
奧
駈
道
の
段
差
が
霜
柱
に
よ
っ
て
支
柱
が
浮
い

て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
安
全
に
通
れ
る
よ
う
整
備
す
る
。
山
彦
は
労
災
が
な

い
の
で
く
れ
ぐ
れ
も
無
理
を
し
な
い
で
安
全
に
と
の
説
明
を
受
け
る
。 

梶
野
さ
ん
は
モ
ノ
レ
ー
ル
を
運
転
し
。
他
の
者
は
と
り
あ
え
ず
川
島
さ
ん

の
急
逝
現
場
ま
で
登
り
、
中
前
行
者
の
勤
行
で
線
香
を
あ
げ
る
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
の
終
点
で
そ
れ
ぞ
れ
、
補
修
用
の
材
木
や
機
材
を
各
人
に
振

り
分
け
て
荷
揚
げ
す
る
。
こ
こ
で
等
間
隔
に
隊
列
を
整
え
、
森
さ
ん
の
撮
影

に
撮
影
に
協
力
す
る
。
途
中
か
ら
伐
採
さ
れ
た
雑
木
を
薪
用
に
一
本
ず
つ
持

っ
て
小
屋
ま
で
あ
が
る
。 

 
 

 
 

 

鉄
杭
を
運
ぶ 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

段
差
補
修
作
業 

佐
田
辻
は
珍
し
く
風
も
な
く
非
常
に
暖
か
い
。
玄
関
の
寒
暖
計
は
１
７
℃
。 

早
速
記
念
撮
影
を
し
て
、
大
小
の
杭
、
作
業
用
の
手
箕
、
玄
翁
、
小
槌
、
鋤

簾
、
ト
ン
ガ
等
を
持
っ
て
行
仙
岳
に
向
か
う
。 

生
熊
敏
男
さ
ん
は
、
小
屋
に
残
り
道
具
小
屋
の
整
理
を
す
る
。 

捲
き
道
と
の
分
岐
に
集
合
。
行
仙
岳
に
登
り
金
杭
を
抜
い
て
段
差
に
利
用

す
る
た
め
、
３
名
が
山
頂
経
由
で
、
そ
の
他
の
者
は
捲
き
道
を
通
っ
て
奧
駈

道
と
の
合
流
地
点
か
ら
下
の
段
差
の
補
修
に
か
か
る
。 

浮
き
上
が
っ
た
段
差
の
支
柱
を
玄
翁
で
打
ち
込
み
、
桟
木
を
添
え
石
と
土

を
入
れ
固
め
る
。
作
業
は
こ
れ
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。
打
ち
込
む
杭
は
場
所

に
よ
っ
て
、
鉄
の
支
柱
で
あ
っ
た
り
木
製
で
あ
っ
た
り
す
る
が
、
人
数
が
多
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い
の
で
案
外
簡
単
に
仕
上
が
っ
て
い
く
。
順
調
良
く
捗
り
、
一
段
落
し
た
と

こ
ろ
で
昼
食
と
な
る
。 

 
 

 
 

 

補
修
後
の
奥
駈
道 

日
だ
ま
り
で
の
昼
食
は
風
も
な
く
快
適
、
そ
れ
ぞ
れ
差
し
入
れ
ら
れ
た
お

菓
子
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
コ
ー
ヒ
ー
も
出
て
寛
ぐ
。
釈
迦
岳
、
孔
雀
岳
、
奧

八
人
岳
、
中
八
人
岳
等
の
眺
め
が
素
晴
ら
し
く
、
穏
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
た
。 

午
後
か
ら
は
、
山
頂
に
向
け
て
の
段
差
の
補
修
を
行
い
。
本
日
の
作
業
は

終
了
。
行
仙
岳
山
頂
で
記
念
撮
影
を
行
い
行
仙
小
屋
に
向
け
下
っ
た
。 

梶
野
さ
ん
が
、
背
の
高
い
人
に
は
頭
が
つ
か
え
て
邪
魔
な
雑
木
を
伐
採
。

途
中
、
道
の
脇
に
金
剛
童
子
を
刻
ん
だ
石
を
見
つ
け
る
。
沖
﨑
さ
ん
に
聞
け

ば
奧
駈
道
に
七
つ
あ
り
そ
の
一
つ
だ
そ
う
で
、
ま
だ
い
く
つ
か
は
見
つ
か
っ

て
い
な
い
と
の
こ
と
。 

小
屋
で
は
、
大
江
、
高
階
さ
ん
が
ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ
を
採
り
、
お
堂
に
供
え

る
。
今
朝
運
び
上
げ
た
伐
採
木
を
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
小
切
っ
て
、
乾
燥
さ
せ

る
た
め
に
積
み
上
げ
、
道
具
も
そ
れ
ぞ
れ
小
屋
に
収
納
し
本
日
の
作
業
は
終

了
。 今

日
は
午
前
中
、
縦
走
中
の
若
者
一
人
に
出
会
っ
た
。
玉
置
山
ま
で
行
く

と
の
こ
と
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
玉
置
神
社
で
の
宿
泊
は
で
き
ず
、
駐
車
場

で
の
テ
ン
泊
に
な
る
の
で
、
早
く
着
く
よ
う
に
伝
え
る
。 

 
 

 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 
 

 

樒
を
お
堂
に 

 
 
 

小
屋
利
用
の
注
意
を
掲
示 

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
小
屋
の
宿
泊
予
約
も
な
く
、
小
屋
番
の

当
番
も
な
く
な
っ
た
が
、
今
日
の
作
業
で
奧
駈
道
の
整
備
も
一
段
落
し
た
。

例
年
な
ら
の
ぼ
り
旗
を
立
て
宿
泊
者
を
迎
え
る
準
備
を
す
る
の
だ
が
、
今
年

は
奥
村
さ
ん
の
鯉
の
ぼ
り
だ
け
の
寂
し
い
連
休
と
な
り
そ
う
だ
。 

南
奧
駈
道
の
整
備
が
終
わ
り
春
山
登
山
、
春
の
峯
入
り
の
本
番
を
迎
え
る

が
、
今
年
は
登
山
も
自
粛
の
お
触
れ
が
出
る
ご
時
世
。
山
は
逃
げ
な
い
か
ら

待
つ
こ
と
、
堪
え
る
こ
と
も
大
切
な
登
山
の
心
得
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
す
る
。 

(

記
；
濱
野
、
写
真
；
梶
野) 

 

行
動
タ
イ
ム 

 09
：00

補
給
路
登
山
口09

：12

→
行
仙
宿10

：15

→10

：50

行
仙
岳
南
→

11

：05
行
仙
岳
北
→12

；55

行
仙
岳
→13

：30

行
仙
宿14

：07

→14

：50

補

給
路
登
山
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


